
服部新聞    2023 年２月２８日  20１号    発行人  服部雅章 

もうすぐ入荷します。 

 
ブラックチェリー 
ブラックウォールナット 
ホワイトオーク 
レッドオーク 
が、現地を出港しました。 

 



パンデミック＆ウクライナ危機以降を考える 

 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



前頁の 4 つの記事は木材業界のトップ企業の動きです。上記以外で北海道の合板メーカ
ーの未利用材の開発、トドマツ材の高度利用の開発等様々な取り組みが日本全国で行われ
ています。この流れが何を意味するのかを皆様に少し角度を変えてお伝えします。 

ウクライナ危機やトルコ・シリア大震災の復興需要がいつ来るかは解りませんが、必ず
世界的な資源の取り合い『ウクライナの復興需要が少なくても 100 兆円以上有ると言われ
ています。それが一気にやってきます。ウクライナとの密接な役目を果たしているトルコ
の復興需要も相当な金額だと思います。』になるのです。それを前もって考えるのが経営
者の仕事です。 

① 供給機能の整備。所謂独自のサプライチェーンの構築です。 
② 日本国内に有る豊富な木材資源の独自の活用。 
③ 技術革新と付加価値の高い商いへの独自の転換。 

上記の 3 つが日本国内の木材関係のリーディングカンパニーの戦略だと思います。そ
れを戦術から見ると以下になります。 
① 外国産針葉樹材から国内産針葉樹材にシフトしています。 
② 業界の垣根を超えた再編成が起こっている。 
③ 需給バランスを安定化させる動きがある。 
④ 大規模化が一段と進んでいます。 
⑤ 工場のデジタル化が木材業界にも波及しています。 

 日本経済の力の低下傾向はしばらく続くと思います。それを織り込んで考え行動するの
が経営者の力であり判断基準です。素晴らしい経営判断です。しかし課題もあります。 
１、 広葉樹資源は針葉樹より遥かに供給能力が低い。 
２、 大多数の材木屋は付加価値の競争を行っていない。 
３、 労働力の絶対的不足に直面している。 
 大きな材木屋から零細な材木屋まで幅広く存在しているのが我々木材業界の最大の特徴
ですが、もうすでに限界に達していると思っています。戦術を少しずつ変更することは当
然ですが、最も大事なことは前頁の経営者の講じている戦略の中身を考えることではない
でしょうか。それが無くて 2023 年度以降の本当のインフレ社会に立ち向えないと考えま
す。 服部商店はこう考え行動してきました。 
１， 服部商店独自のサプライチェーンの構築を行いました。 
２， 無垢材全ての取り扱いから、服部商店の最も得意な無垢材の取り扱いへの転換。 
３， 徹底的な情報開示。（トレサビリティの実行） 
４， ジェンダー平等を実現する会社システムの構築。 

4 つの柱が服部商店の戦略です。この戦略を基に新たな材木と木工の融合を目指しま
す。誰も考えないことを実現することこそが、零細企業である服部商店の唯一の生き方だ
と考えました。 
 「戦略無くして戦術無し」の当たり前を実現させるのが 2023 年度の目標です。 



 

(株)服部商店 半期決算 

大売出しのお知らせ 
＜２０２３年 3 月 1 日～3 月 31 日の期間＞ 

 
(株)服部商店のホームページ掲載商品をご購入頂いた方に

感謝を込めて販売致します。 
必要な商品を是非この機会に 

3 月 1 日～3 月 31 日 
ダイヤモンド会員  10％+5％＝15％ 

 プラチナ会員   7％+5％＝12％ 
 ゴールド会員   5％+5％＝10％ 
 シルバー会員   2％+5％＝7％ 
 ブロンズ会員   1％+5％＝6％ 
 非会員      5％オフ 
 ＊カード決済の場合は割引不可です。 
 ＊取り置きサービスとの兼用は不可です。 
 ＊お手形の方はご遠慮頂きます。 
 ＊月末締めの翌月お支払いでお願いします。 
 ＊ご来社頂きご購入の場合も、在庫確認はネットで行って下さい。 
 ＊ご来社前に必要な商品の御連絡をお願いします。 


